[タイトル]

債権譲渡人について支払停止又は破産の申立てがあったことを停止条件とする債権譲渡契約に係る債権譲渡と破産法７２条２号による否認
[判決裁判所]

最高裁判所
[判決日]

平成１６年７月１６日

[事件番号]

平成１３年（受）第１７９７号
[事件名]
否認権行使請求事件
[出典]

最高裁判所民事判例集５８巻５号１７４４頁 

裁判所時報１３６８号１頁 

判例時報１８７２号６４頁 

判例タイムズ１１６７号１０２頁 

金融法務事情１７２１号４１頁 

金融・商事判例１２０３号１２頁 

最高裁判所裁判集民事２１４号１０６１頁
[当事者名]
上告人（被告・控訴人）　三洋鋼材株式会社

対

被上告人（原告・被控訴人）　三鋼株式会社破産管財人　川上敦子
[事実の概要]
Ⅰ　本件は，いわゆる停止条件付集合債権譲渡担保契約につき，破産法（旧破産法をいう。以下同じ）上の否認の可否が争われたものである。

債務者Ａは，債権者Ｙとの間で，ＡのＹに対する一切の債務の担保として，Ａの第三債務者に対する現在及び将来の売掛債権等をＹに包括的に譲渡することとし，その債権譲渡の効力発生の時期は，Ａにおいて，破産の申立てがされたとき，支払停止の状態に陥ったとき等の一定の事由が生じた時とする旨の契約を締結した。その１年余り経過後，Ａは手形の不渡りを出して支払を停止したため，第三債務者らに対する確定日付のある証書による債権譲渡の通知がされた。その後，Ａは，破産宣告を受け，Ｘが破産管財人に選任された。本訴において，Ｘは，Ｙに対し，破産法７２条１号・２号，同法７４条１項に基づく否認権を行使し，Ｙが譲受債権の弁済として受領した金員の返還を求めるなどした。

Ⅱ　原審は，破産法７２条１号・２号の類推適用による原因行為の否認及び同法７４条１項に基づく対抗要件否認をいずれも肯定し，Ｘの請求を認容した。これに対し，Ｙが上告受理申立てをしたが，本判決は，破産法７２条２号に基づく危機否認の成立を認め，上告を棄却した。
[判旨]
債権譲渡人について支払停止又は破産の申立てがあったことを停止条件とする債権譲渡契約に係る債権譲渡は，破産法７２条２号に基づく否認権行使の対象となる。
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